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　我々を取り巻く経済というのは、やはり生き物だという
ことを感じる。鉄鋼業は、今までにないくらいの活況を続
けてきた。しかし、鉄鉱石、石油、石炭の急騰を初め、副
原料であるCrやMnなども高騰している。さらに、円高に
より輸出の利益も減少してきている。産業の底辺を支える
中小の鋳物業界は、鉄屑価格の高騰により、我々よりもも
っと厳しい状況にあるという。人間は、朝目覚めたら元気
であり、夜には疲れてきて眠る。この繰り返しに似たこと
が、経済活動にもあるように見える。そして、このような
波を繰り返しながら、若年期から成長期、成熟期、最終的
には晩年期と推移していくのか？今、日本はどのあたりな

のだろう。欧米を追いかけるようなこの国は、成熟期、晩
年期の境界線あたりにいるのかも知れない。このような状
況の中、鉄鋼業での企業における研究は何をするべきなの
か？研究者の思いとしては、当然であるが、利益に直結す
るような身のある研究開発を続けたい。しかし、一つの指
標になり得るかは分からないが、企業からの論文発表数は
減少傾向であり、やはり成長期と比べると勢いは下がって
いる感はぬぐえない。研究開発は、常に成長期にいたいと
願ってやまない。

（H．T．）
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